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（ベレテ・ゲラ参加型森林管理計画フェーズ２専門家）

 ベレテ・ゲラ森林と森林コーヒーの紹介

 プロジェクトの概要

 住民組織による森林保全と利用

 森林管理と生計向上の両立を目指して

 森林コーヒーの生産者と生産方法

 対象集落の様子と人々の生活

 森林コーヒー国際認証取得に向けた取り組み

 森林コーヒーの市場開拓戦略

 今後の課題

 住民組織による持続可能な自然資源保全と利用

 住民組織の能力強化
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プロジェクト・サイト：ベレテ・ゲラ森林優先地域

ゲラ森林

ベレテ森林
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エチオピアの森林は・・・・？
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ベレテ・ゲラ森林
ベレテ・ゲラ森林



ベレテ・ゲラ森林

 目標：ベレテ・ゲラ森林優先地域内に居住する住民グループ
（WaBuB）と行政による参加型森林管理を実施する。

 森林管理契約の締結と実施（WaBuB⇔地方行政）

 森林優先地域内への居住権、森の利用権の承認

 森林利用ルールを規定（WaBuBの権利と義務の明文化）

 生計向上：

 土地利用の多様化による農業生産性改善（農民の学校）

 非木材林産物の商品化と市場開拓（森林コーヒーの認証）

 住民組織の能力強化

森林管理＝生計向上の両立を目指す

＊WaBuB：森林利用者により組織化される森林管理組合

 方程式：「森を守る」＝「生活が良くなる」を解く

 森を今後も良い状態で守り続けていくことのメリット（生計の安
定・収入増加）を、住民自身が認識できるような仕組みを整備す
る（森を守ることで、森からの現金収入が増える）

 ベレテ・ゲラの森にある資源を利用する～森林コーヒー、蜂蜜、
スパイス・・・～何をエントリーポイントとするか

 森林コーヒーの国際認証取得とマーケティング

 既に既定のマーケットが存在→付加価値をつける

 対象地域に住む多くの住民が裨益できる商品

 大きな投資（施設）を必要としない

森林内の様子～高・中木の下に森林コーヒーが自生する

森林コーヒーの原木



花を咲かせた森林コーヒー

 ベレテ・ゲラの森林コーヒー

 アラビカ・コーヒーの原木

 改良品種ではない

 生産者：森林利用者（WaBuBメンバー）

 集落レベルの伝統的な森林利用権（世帯ごとの利用権）

 居住者（村の住民）と季節利用者

 最低限の管理と伝統的な収穫・乾燥・出荷方法

 収穫前後の下草刈り

 自然に発芽した森林コーヒーの苗木の移植

 化学肥料・農薬等の使用はなし

 収穫後は天日乾燥

代表的な集落の模式図

緑色：森林エリア
黄色：居住地・農地

森の中の模式図

コーヒーがある森

天然林

荒廃が進んだ森

居住地・農地

ゲラ森林内の集落



季節利用者がコーヒー収穫用に使う森の中の簡易な家 家族総出でコーヒーの実を収穫

収穫したコーヒーを庭先で乾燥



十分に乾燥させたコーヒーを麻袋に詰め市場へ出荷

 何故、「レインフォレスト・アライアンス」なのか？

 森林コーヒー認証審査基準（森林利用・管理方法、生産方法、
自然生態系保全、小規模生産者の労働環境）とWaBuB（森林

管理契約、内規）が規定する森林利用・管理方法に類似点が
多い

 WaBuB森林管理契約に従って森を保全・利用することで、
森林コーヒーの認証審査に合格することが可能（WaBuBメ

ンバーに、コーヒー認証取得のために新たなルールを課
す必要がない）

 認証を受けたコーヒーの市場開拓に向けた優位性

 現地コーヒー輸出業者とのビジネス・パートナーシップ関係の構
築（2007~2008年）

 輸出業者による認証コーヒーの一括買い付け

 プレミアムの支払い（市場価格に対して10～25%)

 中間業者の排除

 コーヒーの品質向上（摘み取り・乾燥・保管方法）に関する技術支
援の要請

 WaBuB協同組合の設立（2009~2010年）

 住民組織がビジネスに参入することが可能となる

 交渉能力やグループの結束を強化

 将来的な森林利用者（WaBuBメンバー）による森林コーヒービジネ

スの継続性を担保

 農民に支払われるプレミアムの額は、輸出業者・協同組合が優良な
海外の買手（輸出先）と連携しているかによる

 認証森林コーヒーの価値に相応の対価を支払ってくれる買手

 アラビカ種の起源、エチオピアの天然森に自生する森林コーヒー、自
然環境保全、小規模生産者の生計向上・・・ストーリー性、売りは多
い！

 地球環境問題への関心の高まり
 Ａ社：住民組織支援～WaBuB手焙煎コーヒーの生産・輸入販売

 Ｂ社：国内ロースター向けのスペシャリティ・コーヒー（森林コーヒー、
環境配慮、小規模農家支援）営業を推進

 民間企業との連携により、プロジェクト終了後もWaBuB協同組合が自
立して森林コーヒー認証・ビジネスを継続していくため仕組み作り

 WaBuB協同組合の組織力（組織運営・会計管理・ビジネスプロセ
ス）の強化

 森林コーヒーの品質向上とトレーサビリティーの確保

 継続的な買い手（マーケット）の確保
 “WaBuB協同組合⇔オロミア州コーヒー生産者協同組合ユニオン

⇔海外マーケット”をつなぐ流通ルートの確立

 公平な利益分配と不正防止メカニズムの構築

 自然環境・森林を保全するために・・・
 「森林コーヒー認証（生計向上支援）」＝「森を守る（参加型森林管

理の実践」への理解の深まり

 森林保全ＶＳ森林コーヒー

森林コーヒーの価値が上がることにより、自然林内にコーヒー
の苗木を植える等の違法活動が起こるリスク



森林荒廃が進む森林エリア
森林伐採による農地拡大

農地の拡大と不適切な土地利用

貴重な自然環境を守るために・・・

天然の蘭も自生する豊かな森
希少動物のいる森



住民組織と行政による参加型森林管理が機能するためには・・・


